
批判的思考 未来像の予測・計画



「批判的に考える力」 「未来像を予測して計画を立てる力」

資質・能力

本授業実践事例発表のAgenda



１．本実践における「批判的に考える力」と
「未来像を予測して計画を立てる力」

合理的・客観的で公平な判断に基づ
いてものごとを調和的・建設的・代
替え的に思考・判断する力

未来像を他者と共有しながら，より
よい（Will Being）社会の構築に向け
てものごとを計画する力
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５ ６

教科教育とSDGs

学年と学年を同一事象で

社会的事象と子供

『つながる・つなげる』→社会科における思考力の育成
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２．第５学年社会科実践単元
『わたしたちの生活と工業生産』

工業製品 工業技術力

スクラップメタルの活用

３



ラオスでつくられているもの
４



５



ラオスに落とされた命を奪う爆弾が

命を支えるスプーンへ

工 業 製 品
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５

世界の人々の
ためにも役立っている。

世界と日本を
つなげることも
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３．小学校第６学年社会科
『世界の未来と日本の役割』

『支援をする国』と

『支援を受ける国』

『国際支援』と『つながり』について，現在の日本の

支援の在り方について思考を深め，それらを価値判断し

これからの国際支援の未来について意思決定
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問題
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ランキングはUPすべき派 ランキングは関係ない派
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問題

11 



問題
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日本と不発弾の関係

被害的側面
（沖縄県など）

支援的側面（JICAなど）

加害的側面
（太平洋諸国など）
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17の目標だけでは，
世界が幸せにはならないこと知りました。

17の目標だけでは，カバーしきれない
今はまだ未完成なSDGＳ

本実践における学習を終えての児童の振り返り
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2030年までが締め切り
2030年を越えても取り組んでいける目標

身近な日本
まずは私にできる

ことから行動

本実践における学習を終えての児童の振り返り
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社会科ノートから見取る児童の思考

①「支援」とは

②多角的な見方・考え方

③社会的事象の更なる深部

国際社会における『支援合戦』!?
（※大韓民国国際協力団（Koica）など）
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◉評価規準に基づく児童の学びに対する評価について

A評価規準を上回る学びが見られる
10名(約34％)

B評価規準をほぼ満たした学びが見られる
17名(約59％)

C評価規準を満たしているとは言い切れない
２名(約７％)
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本実践

批判的に

考える力

未来を予測
して計画を
立てる力

多面的・

総合的に

考える力

つながりを

尊重する

態度

４．２年間における本実践で育まれたと考えられる資質・能力 20  



主体的・対話的で深い学びとの関連性

•

新たな「知」を思考，創造する学び

→ 価値観・多様な考えが，

次の学びへつながる素材として活用

５．今後に向けて
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SDGsは，子供たちの学びのものさしに。
そして，SDGsを未来を紡ぐ道しるべに…


